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ついで， 70名の高等看護学生を対象として 1 名の検者が同様な方法で催眠に誘導し，あわせて y­
Gテスト，行動評価を行い，催眠感受性と性格行動の特徴との関連をみた。因子分析法で，催眠暗示項









である M. corrugator superci lli , M. mentalis が有意な差(指示暗算で， M. corrugator supercilli 
Pく 0.01 ， M. mentalis Pく 0.05，自己暗算で， Pく 0.05 )をもって，筋放電の増加がみられ，脈波



















主な新事実は，次の 2 点である。 :1)催眠感受性は，被催眠者の属性と関連があり，また，被催眠者
の受動性，依存性，消極性などの性格行動の特徴と相関が高いこと。 :2)催眠感受性の高い群は，安静
時に，各精神生理学的指標が安定しており，刺激に対しては，催眠感受性の低い群に比し，表情筋で
ある雛眉筋，顕筋と指尖容積脈波の反応が大であり，刺激に対する慣れもみられた。
本論文は，催眠感受性を理解するために，重要な資料となり，学位論文として，価値があるものと
認める。
司
t
? ?
